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［在ノルウェー大使館］欧州でのテロ等への注意喚起 

 

 ４月１１日（火）に日本外務省が発出した海外安全情報「欧州でのテロ等に対

する注意喚起」を以下のとおりお知らせします。 

 なお，ノルウェー国家公安警察の治安情勢評価は５段階(注＊)に分類されてお

り，１０日の領事メールでお知らせしたとおり，今後８週間の間ノルウェー国

内でテロが起きるリスクは「可能性あり（possible）」から「可能性が高い

（likely）」に引き上げられています。 

 ノルウェーにお住まいの皆様及び旅行者の皆様も，報道などで最新の関連情

報の入手に努め，安全確保にご注意ください。 

 

 注＊ 治安情勢評価（５段階） 

    Very likely  可能性が非常に高い 

    Likely     可能性が高い 

    Possible    可能性あり 

    Unlikely    可能性が低い 

    Very unlikely  可能性が非常に低い 
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外務省海外安全情報「欧州でのテロ等に対する注意喚起」 

 

【ポイント】 

○４月７日，スウェーデンでトラック突入テロが発生し，８日には，ノルウェーで爆

弾らしき不審物が発見されています。 

○これまでにあまりテロ事件が発生していなかった国においても，テロに対する注意

が必要です。また，４月中旬のイースター期間には，関連行事や教会等がテロの標的

となる可能性も懸念されます。 

○最新情報の入手に努め，テロの標的となりやすい場所を訪れる際には，安全確保に

十分注意を払ってください。情報収集には「たびレジ」を活用してください。 

 

【本文】 

１．欧州では，車両や銃器，爆弾，ナイフなどを用いたテロ等が続発しています。特

に今月に入ってからは，以下のとおり発生が続いています。これらは，近年テロ事件

が発生していない国又は都市です。これまでに事件が発生した国はもちろんのこと，

それ以外の国でも注意が必要であり，改めて，いつどこでテロが起きてもおかしくな

いとの認識を持つことが重要です。 

また，４月中旬にキリスト教行事であるイースター期間を迎え，関連行事や教会等
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がテロの標的となることが懸念されます。 

 ○４月８日 ノルウェー：オスロの地下鉄駅付近での爆弾らしき不審物発見事件  

 ○４月７日 スウェーデン：ストックホルム市内ショッピングセンターにおけるト

ラック突入テロ事件 

 ○４月３日 ロシア：サンクトペテルブルク地下鉄での爆発事件 

 

２．「ここは日本ではない」という意識を持ち，以下のテロ対策をお願いします。 

（１）最新の関連情報の入手に努める。 

（２）テロの標的となりやすい場所（※）を訪れる際には，周囲の状況に注意を払い，

不審な人物や状況を察知したら速やかにその場を離れる，できるだけ滞在時間を短く

する等，安全確保に十分注意を払う。 

  （※）観光施設，観光地周辺の道路，記念日・祝祭日等のイベント会場，レスト

ラン，ホテル，ショッピングモール，スーパーマーケット等人が多く集まる

施設，教会・モスク等宗教関係施設，公共交通機関，政府関連施設（特に軍，

警察，治安関係施設）等。また，車両突入の場合，ガードレールや該当など

の遮へい物がない歩道などでは危険が増します。 

 

（注）最近の主なテロ事件等（以下，すべて現地時間） 

【２０１７年】 

○英国：ロンドン市内のウェストミンスター橋及び国会議事堂でのテロ事件（３月

２２日） 

○フランス：パリ・オルリー空港での武器奪取事件（３月１８日） 

○フランス：ルーブル美術館での襲撃事件（２月３日） 

【２０１６年】 

○ドイツ：ベルリンのクリスマス・マーケットへの車両突入事件（１２月１９日） 

○ドイツ：アンスバッハの野外音楽祭での爆弾テロ事件（７月２４日） 

○ドイツ：ヴュルツブルク近郊の近距離列車における乗客襲撃テロ事件（７月１８

日） 

○フランス：ニースでの花火の見物客に対するトラック突入によるテロ事件（７月

１４日） 

○ベルギー：ブリュッセルの地下鉄，空港での銃撃・自爆テロ事件（３月２２日） 

【２０１５年】 

 ○フランス：パリでの国立競技場，レストラン，コンサートホールを狙った連続テ

ロ事件（１１月１３日） 

 

３．在留届の提出または，「たびレジ」への登録を必ず実施してください。 

３ヶ月以上海外に滞在する方は在留届の提出を，３ヶ月未満の場合は「たびレジ」
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へ の 登 録 を 必 ず 実 施 し て く だ さ い 。 （ 「 た び レ ジ 」 の 登 録 ： 

https://www.ezairyu.mofa.go.jp/tabireg/ ）渡航先の最新安全情報や，緊急時の

大使館又は総領事館からの連絡を受け取ることができます。また，家族や友人，職場

等に日程や渡航先での連絡先を伝えておくようにしてください。 

 

４．外務省のテロ対策パンフレットも併せてお読みください。 

（１）パンフレット「海外へ進出する日本人・企業のための爆弾テロ対策Ｑ＆Ａ」 

（２）パンフレット「海外旅行のテロ・誘拐対策」 

（パンフレットは，http://www.anzen.mofa.go.jp/pamph/pamph.html に掲載。） 

 

（問い合わせ窓口） 

○外務省領事サービスセンター 

住所：東京都千代田区霞が関2-2-1 

電話：（代表）03-3580-3311（内線）2902，2903 

 

（外務省関連課室連絡先） 

○外務省領事局邦人テロ対策室（テロ・誘拐関連） 

電話：（代表）03-3580-3311（内線）3047 

○外務省領事局海外邦人安全課（テロ・誘拐関連を除く） 

電話：（代表）03-3580-3311（内線）5139  

○外務省 海外安全ホームページ： 

http://www.anzen.mofa.go.jp/ 

http://m.anzen.mofa.go.jp/mbtop.asp(携帯版)  

 


